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令和６年度第３回合同教育研究会議議事概要 

 

 

１ 開催日時 

令和６年６月５日 13 時 00 分～14 時 03 分 

 

２ 場所 

本部棟３階 特別会議室 

 

３ 出席者 

鈴木学長、亀田副学長兼研究・地域連携本部長、鈴木副学長兼事務局長、 

今井教育支援本部副本部長（高橋教育支援本部長代理）、三上学生支援本部長、 

猪股企画本部長、高橋高等教育推進センター長、 

工藤看護学部長、中谷社会福祉学部長、高田ソフトウェア情報学部長、 

Tee 総合政策学部長、川﨑盛岡短期大学部長、伊藤国際文化学科長、 

田中宮古短期大学部長、大志田経営情報学科長、 

永富委員（学外委員：東北大学産学連携機構 特任教授） 

［オブザーバー］ 

米内事務局次長兼総務室長、加藤教育支援室長、松崎学生支援室長、 

藤村研究・地域連携室長、佐藤企画室長、土澤宮古事務局長 

［事務局］ 

高橋総務財務課長、森主幹、伊藤主任主査 

 

４ 会議の概要 

議事録確認 

前回会議５月８日の議事録（議事概要）については、原案のとおり承認された。 

 

審議事項 

(１) 令和５年度の業務実績の評価について 

亀田大学評価委員長から、資料に基づき説明があった。 

学長から、地方独立行政法人法の規定による年度評価が廃止されたことから、評

価の業務に係る労力を減らしながら効率的に進めていきたいとの発言があった。 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

協議事項 

(１) 研究科検討ワーキンググループの設置について 

猪股企画本部長から、資料に基づき説明があった。 

学長から、研究科の定員充足に関し、過去に定員割れをしていた大学が、毎年度

充足率を 10％ずつ上げる計画を立てて取り組み、現在は充足している事例がある

との発言があった。 

委員から、研究科の定員充足は多くの大学で課題となっていることから、学生が

考える研究科の魅力と大学が考える研究科の魅力がマッチしているかを点検した

り、同じ課題を抱える大学と意見交換をしたりしながら取組を進めるとよいとの

発言があった。 
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学長から、短期大学部の定員充足に関し、宮古短期大学部のイベントや取組の周

知について、滝沢キャンパスの取組の周知と一緒に行うよう、事務局に対して指示

があった。 

学長から、将来的には四年制大学の定員充足も難しくなっていくことから、小中

高大連携や、高校教員に対して大学の魅力を伝える取組を進める必要があるとの

発言があった。 

協議の結果、原案のとおり承認された。 

 

報告事項（口頭報告） 

(１) 令和６年度全学ＦＤ・ＳＤプログラム第１回高等教育セミナー開催要項につい

て 

高橋高等教育推進センター長から、資料に基づき説明があった。 

 

(２) 公立大学法人岩手県立大学授業料等の納付方法及び減免に関する規程の改正に

ついて（報告） 

三上学生支援本部長から、資料に基づき説明があった。 

 

(３) 研究倫理審査委員会の審査結果及び審査予定について（報告） 

亀田研究・地域連携本部長から、資料に基づき説明があった。 

委員から、審査の結果、非該当となっている件数が多いが、審査の対象となるか

否かの基準を示したガイドラインのようなものはあるかと質問があり、亀田研究・

地域連携本部長から、フローチャートがあるが、わかりにくい内容であったため、

今回改正したとの回答があった。これについて、学長から、各学部等においてもフ

ローチャートがあることを周知してほしいとの発言があった。 

 

(４) 岩手県立大学企業学群講演会の開催について 

亀田研究・地域連携本部長から、資料に基づき説明があった。 

委員から、当該講演会と「みちのくアカデミア発スタートアッププラットフォー

ム」への参画との関連について質問があり、亀田研究・地域連携本部長から、どち

らの取組も、本学で進めている「企業学群構想」の取組の一環であるとの回答があ

った。これについて、委員から、良い取組であるため、Web サイトなどで積極的に

周知するとよいとの発言があった。 

 

(５) 令和６年度公開講座(滝沢・宮古キャンパス講座)の開催について 

亀田研究・地域連携本部長から、資料に基づき説明があった。 

学長から、公開講座には高校生の参加も多いため、志願者確保の取組のひとつに

もなっているとの発言があった。 

 

(６) 令和６年度専門分野別外部評価の実施について 

猪股企画本部長から、資料に基づき説明があった。 

 

(７) 令和５年度卒業年次生アンケートの結果について 

猪股企画本部長から、資料に基づき説明があった。アンケート結果は共有フォル

ダに格納しているため、各学部や本部等において自己点検に活用してほしいとの

補足説明があった。 
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報告事項（資料報告） 

(１) 令和６年度岩手県立大学副専攻「地域創造教育プログラム」第６期生及び、「国

際教養教育プログラム」第２期生修了証授与式開催結果について 

(２) 令和５年度ＦＤ・ＳＤの実績について 

(３) 文部科学省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（応用基礎

レベル）」への申請について 

(４) 令和７年度サバティカル研修者の推薦依頼について 

(５) 令和６年度前期「English Time｣の開催について 

(６) 令和６年度ライブラリー・アテンダントの決定について（報告） 

(７) 令和６年度宮古短期大学部ライブラリー・アテンダントの決定について（報告） 

(８) 令和６年度キャンパス・アテンダントの決定について 

(９) 令和６年度北いわて地域活性化推進研究の採択課題の決定について 

(10) 令和６年度防災復興支援研究の採択課題の決定について 

(11) 令和６年度地域協働研究フォローアップの実施について 

(12) 岩手県立大学データサイエンス・リカレント講座「地域ＤＸ推進セミナー」の開

催について 

(13) 岩手もりおかデジタルアイデアコンテストの開催について 

(14) 令和６年度Ｒｕｂｙプログラミング教室の開催について 

(15) 「令和６年度第１回職員衛生委員会」の結果について 

(16) 令和６年度七夕祭の開催について（報告） 

 

(13)について 

亀田研究・地域連携本部長から、当該コンテンストはアイデアのコンテストであり、

過去には総合政策学部の学生が最優秀賞を獲得したことがあることから、学生に対

し広く周知してほしいとの補足説明があった。 

 

その他 

なし 

 


